
・令和2年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金　実施状況及び効果検証
（単位：円）

総事業費 臨時交付金 臨時交付金以外
成果及び評価
①成果
②評価

1 単
子どもたちがいき
いきと学び育つま
ちプロジェクト

教育課

①登校時の三密を回避し新型コロナウイルス感染症の感染防
止を行う。
②管内２小学校のスクールバスを増便
小学校　登校時１便⇒２便　経費増額分 1,992,000円
③町内小学生

R2.4 R3.3 1,991,550 1,991,550 0

①増便により1台あたりの乗者数を減らしたことで座席の
間隔を空けて（互い違い等）座ることができた。
②三密を回避できたこにより感染拡大のリスクを防止する
ことができた。

2 単
おもいやり支援
事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により地域の経済活動が
低迷していることから、町内の全世帯に、利用対象を限定した
商品券（おもいやりチケット）を支給することにより、家計を支援
するとともに、地域の消費を喚起し、地域経済の活性化を促
す。
②商品券　24,746,000円（使用率97%）
　事務経費　2,681,508円
③中泊町内の全世帯

R2.5 R3.3 27,427,508 12,427,508 15,000,000

①町内の全世帯（5,085世帯）に5千円分の商品券を配布。
②新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する町内
での消費喚起により、地域経済の循環、家庭・事業者支援
につながった。

3 単
事業者緊急経営
支援事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により、売上が一定以上
低下した小規模事業者に対し、事業継続及び経営の安定化を
目的とした支援金を支給する。
②支援金
　30％以上減　20万円×92事業者＝18,400,000円
　70％以上減　50万円×10事業者＝  5,000,000円
　事務経費　30,800円
③中泊町内の小規模事業者

R2.5 R2.9 23,430,800 23,430,800 0

①新型コロナウイルス感染症の影響により売上が一定以
上低下した事業者に支援金を支給した。
②当事業により経済支援を行ったことで、事業者の事業継
続支援が図られた。

4 単
魚価低迷等減収
漁業者支援事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により、水産物の販売価
格及び収入が一定以上低下した漁業者に対し、事業継続及び
経営の安定化を目的とした支援金を支給する。
②支援金
   3トン未満の漁船の事業者
　　10万円×18事業者＝1,800,000円
　 3トン以上の漁船の事業者
　　20万円× 6事業者＝1,200,000円
③中泊町内の漁業者

R2.5 R3.1 3,000,000 3,000,000 0

①新型コロナウイルス感染症の影響により収入等が一定
以上低下した漁業者（合計：24漁業者）に支援金を支給し
た。
②当事業により支援を行ったことで漁業者の生活支援、事
業継続に効果があった。

5 単
持続化給付金等
申請サポート事
業

水産商工観光課

①国の持続化給付金の申請をサポートする。
②持続化給付金等の申請をサポートする窓口の設置委託
　 委託費　 ：4,275,363円
　 事務経費：   102,960円
③町内の事業者

R2.5 R3.2 4,378,323 4,378,323 0

①持続化給付金等の申請をサポートする窓口を2ヵ所開設
した。
②合計468の法人・個人が窓口を利用して申請、合計
458,240,671円の給付を受けることができ、事業の継続化
が図られた。

6 単
子どもたちがいき
いきと学び育つま
ちプロジェクト

教育課

①新型コロナウイルス感染症の影響による児童・生徒の保護
者の経済的負担を軽減することを目的とし、学校給食費の無償
化を実施する。
②学校給食費の減免に係る費用
　令和2年6月～令和3年3月の学校給食費相当額（税込）
　小学校4校（児童数341人）
　＠56,683食、15,856,140円
　中学校2校（生徒数195人）
　＠31,712食、 9,808,520円
　区域外就学（児童・生徒数10人）
　＠792食、216,420円
③町内小・中学生

R2.6 R3.3 25,881,080 25,881,080 0

①令和2年6月～令和3年3月までの10か月間において町
内小・中学生合計546人、89,187食分の給食費を無償化を
行った。
②新型コロナウイルス感染症の拡大による、保護者の経
済的な負担軽減が図られた。

Ｎｏ.
実施
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①目的・効果
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③事業の対象（交付対象者、対象施設等）
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補
助
・
単
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7 単 水道料減免事業 上下水道課

①新型コロナウイルス感染症の影響による家庭及び事業者の
負担を軽減することを目的とし、水道料の基本料金減免を実施
する。
②水道料の基本料金減免に係る費用
令和2年6月～8月の水道料基本料金相当額
（一般家庭、事業所など1ヶ月あたり約4,250件が対象。
　公共施設等は対象外）
積算内訳　３ヶ月のべ件数
家庭用　　 ＠ 2,550円×11,833件＝ 30,174,150円
団体等用　＠ 2,830円×    861件＝   2,436,630円
臨時用　　 ＠ 4,640円×      17件＝       78,880円
　　　　　　　　　　　　　　　                 32,689,660円
③町内水道利用者

R2.6 R2.8 32,689,660 32,689,660 0
①水道料の基本料金を3か月間減免した。
②新型コロナウイルスの影響を受ける各家庭・事業所等へ
の経済支援につながった。

8 単
子育て応援給付
金

町民課

①新型コロナウイルス感染症の影響による保護者の経済的負
担を軽減することを目的とし、子育て応援給付金を支給する。
②子育て応援給付金
　　100千円×33人＝ 3,300千円
③R2.4.28からR3.3.31までに生まれた子ども

R2.4 R3.3 3,300,000 3,300,000 0

①国が進める特別定額給付金事業の対象外となるR2.4.28
以降に生まれた子ども（R3.3.31まで）33人に給付金を支給
した。
②特別定額給付金を受け取れる世帯との不公平感を解消
し、新生児がいる家庭への経済支援につながった。

9 単
商品開発支援事
業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により観光関連産業が低
迷していることから、町内事業者の商品開発に係る経費の一部
を補助することにより、新たな消費を喚起し、事業の継続支援
及び消費の拡大を図る。
②補助金　222,000円
③中泊町内の事業者

R2.9 R3.3 222,000 222,000 0
①商品開発（3点）に係る経費について補助を行った。
②アフターコロナの観光需要を見据えた新たなお土産品
の開発により、売上の拡大や事業継続支援につながった。

10 単
新しい生活様式
対応推進応援金
申請支援事業

水産商工観光課

①町内の事業者が、青森県が実施する新しい生活様式対応推
進応援金の申請をスムーズに行えるよう、申請をサポートする
窓口を設置する。
②委託料　1,601,039円
　 事務費　  102,960円
③中泊町内の事業者

R2.7 R2.11 1,703,999 1,703,999 0

①新しい生活様式対応推進応援金の申請をサポートする
窓口を設置した。
②町内26事業者の申請をサポートすることができ、新しい
生活様式の実践による事業の継続につながった。

11 単

学校ＩＣＴ緊急整
備事業
（ネットワーク環
境整備

教育課

①国が進めるGIGAスクール構想に係るネットワーク環境構築
②ネットワーク環境整備委託料
　 委託料　29,700,000円
③中泊町内の小中学校（6校）

R2.9 R3.3 29,700,000 29,700,000 0

①学校の各教室においてオンライン授業が行えるよう校内
LANや電源キャビネット等、校舎のネットワーク環境を整備
した。
②No.12、13､14の事業と併せ休校時にもオンライン授業を
行える基盤が整備され、子ども達の学習環境の強化につ
ながった。

12 単

学校ＩＣＴ緊急整
備事業
（教育情報機器
整備）

教育課

（公立学校情報機器購入事業）
①国が進めるGIGAスクール構想に係る1人1台PC端末の実現
②備品購入費　32,560,000円
③中泊町内の小中学校（6校）

R2.8 R3.3 32,560,000 15,565,000 16,995,000

①オンライン授業実施に向け、児童生徒536人分、教職員
73人分、合計609台の教育用タブレット端末を整備した。
②No.11、13､14の事業と併せ休校時にもオンライン授業を
行える基盤が整備され、子ども達の学習環境の強化につ
ながった。

13 単

学校ＩＣＴ緊急整
備事業
（電子黒板等整
備）

教育課

（公立学校情報機器整備費補助金・学校からの遠隔学習機能
の強化事業）
①国が進めるGIGAスクール構想に基づくオンライン授業実施
に係る電子黒板、ノートPCの導入
②備品購入費　5,082,000円
　電子黒板（9台） 、 ノートPC（15台）
③中泊町内の小中学校（6校）

R2.10 R3.3 5,082,000 5,082,000 0

①電子黒板、ノートＰＣを導入。
②No.11、12､14の事業と併せ休校時にもオンライン授業を
行える基盤が整備され、子ども達の学習環境の強化につ
ながった。
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14 補
公立学校情報機
器整備費補助金

教育課

（公立学校情報機器整備費補助金・学校からの遠隔学習機能
の強化事業）
①国が進めるGIGAスクール構想に基づくオンライン授業実施
に係る授業支援ツール、Webカメラ、マイク等の導入
②授業支援ツール、Webカメラ、マイク等の導入
   授業支援ツール（536人分） 3,832,400円
　 Webカメラ・マイク                  456,390円
　 回線通信料等　　　 　            315,040円（交付金対象外）
③中泊町内の小中学校（6校）

R2.11 R3.3 4,603,830 4,204,790 399,040

①オンライン授業に対応するためオンライン授業支援アプ
リやWEBカメラ等を導入した。
②No.11、12､13の事業と併せ休校時にもオンライン授業を
行える基盤が整備され、子ども達の学習環境の強化につ
ながった。

15 単
宮越家公開管理
事業

水産商工観光課

①中泊町内にある旧家・宮越家は、大正時代に建築された離
れ・庭園・ｽﾃﾝﾄﾞｸﾞﾗｽなど、文化・歴史的に価値が高く、町の新
たな観光資源として整備中であり、案内を担う地元ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶﾞｲ
ﾄﾞの育成や、ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰを実施し、新型コロナウイルス感
染症の影響により低迷している観光業の活性化を図る。
②委託料　オープニングセレモニー　280,000円
   補助金　ボランティアガイドの会　　407,874円
③宮越家離れ・庭園

R2.10 R2.12 687,874 280,000 407,874

①宮越家公開に係るオープニングセレモニーやボランティ
アガイドの育成に係る事業を実施した。
②新型コロナウイルス感染症により落ち込んだ観光誘客と
地域経済の循環が図られた。

16 単
津軽中里駅にぎ
わい空間創出緊
急対策事業

水産商工観光課

①津軽平野を走る津軽鉄道は、冬季のストーブ列車など観光
客に人気があることから、町内にある津軽中里駅において、今
年100周年を迎える旧家・宮越家の試験公開を記念して、町の
風景や津軽鉄道等を題材としたフォトコンテストや観光客を迎え
入れるおもてなし交流イベントを開催することにより、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により低迷している観光業の活性化
を図る。
②委託料　○ﾌｫﾄｺﾝﾃｽﾄ委託料　　212,000円
　　　　　　　○交流ｲﾍﾞﾝﾄ委託料　  280,600円
③津軽中里駅駅ナカ「にぎわい空間」

R2.10 R2.12 492,600 492,600 0

①津軽鉄道津軽中里駅　駅ナカ「にぎわい空間」にて令和
2年11月1日～11月29日の29日間フォトコンテストを、令和2
年11月2日～11月29日までの28日間において、おもてなし
交流イベントを開催した。
②新型コロナウイルス感染症により落ち込んだ観光誘客と
地域経済の循環が図られた。また、様々な視点から撮影さ
れた写真が応募され、町内の新たな魅力の発見につな
がった。

17 単
交流人口アップ
緊急対策事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により低迷している観光業
の活性化を図るため、町内の観光施設や名勝を案内する看板
を整備し、観光客並びに交流人口の増を目指す。
②委託料　観光案内看板設置４ヵ所　3,074,720円
③町内交差点×２、津軽中里駅、特産物販売所

R2.9 R3.3 3,074,720 3,074,720 0

①観光案内看板（4ヵ所）の整備を行った。
②当町を訪れた観光客に対し、町内の観光コンテンツを周
知することができ、町内の周遊観光による地域経済の循
環が図られた。

18 単
グルメスタンプラ
リー事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により地域の経済が低迷
していることから、町内の飲食店等を対象にスタンプラリーを実
施し、中泊町の食・観・買の魅力を知ってもらうことにより、観光
関連の誘客を促進し、地域経済の活性化を促す。
②記念品代、事務費
　記念品　       5,000円×100個＝500,000円
　事務経費　　　　　　　　　　　　　　385,572円
③町内飲食店等利用者

R2.9 R3.3 885,572 885,572 0
①1,114件（県内1,076件、県外38件）の応募があった。
②町内の周遊観光による地域経済の循環が図られた。

19 単
Go得キャンペー
ン事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により旅行客が減り、町内
の宿泊事業者が厳しい経営状況に追い込まれていることから、
県内居住者を対象としたお得な宿泊プラン（割引、お土産、地
元商店の商品券）を提供することにより、観光関連産業の活性
化を図る。
②事務経費     481,140円
　 補助金（宿泊割引・お土産・商品券相当）
　　　　　　　　　1,792,000円
③町内に事業所を有する旅館等

R2.9 R3.3 2,273,140 2,273,140 0

①県内居住者を対象とした、お土産・商品券付きの割引旅
行プランを実施した。
②303名の利用者があり、新型コロナウイルス感染症の影
響により低迷している宿泊業者を中心に地域経済の循環
が図られ事業の継続にもつながった。
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20 単
新しい生活様式
対応店舗等改修
補助事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症に対応した新しい生活様式を確
立し、安心して事業を継続できるよう、３密や接触・飛沫等によ
る感染拡大を予防するための店舗等の改修、備品等の購入に
係る費用を一部助成することにより、事業者支援及び地域経済
の活性化を図る。
②店舗改修等補助金（改修費の1/2。上限300万）
　　10件、12,233,000円
③中泊町内の事業者

R2.9 R3.3 12,233,000 6,083,000 6,150,000

①町内10事業所において３密や接触・飛沫等による感染
拡大を防止するために必要な店舗等の改修、備品等の購
入が行われた。
②新し生活様式の実践等により、事業所内での新型コロ
ナウイルス感染症に対する感染リスクの低減が図られた。

21 単
斎場緊急対策事
業

環境整備課

①新型コロナウイルス感染症に対応した新しい生活様式の確
立が求められるなかで、夏季のマスク着用による熱中症を防止
するため空気清浄機付エアコンを設置するとともに、安心して
斎場を利用できるよう、防護服等を購入する。
②消耗品費、工事費
　　防護服、ﾌｪｲｽｼｰﾙﾄﾞ、ｼｭｰｽﾞｶﾊﾞｰ、検査検診用手袋、
　　蓋付バケツ　　41,136円
    エアコン設置工事費　                     528,000円
③斎場

R2.10 R3.3 569,136 569,136 0

①斎場に感染症対策として防護服、フェイスシールド、
シューズカバー等を購入。エアコンを設置。
②新型コロナウイルスに罹患し亡くなった方に対し火葬業
務を行える体制が整備された。また、空調設備の設置によ
り夏季のマスク着用による熱中症予防及び空気清浄によ
る感染対策が図られた。

22 単
町職員働き方変
革事業

総務課

①新型コロナウイルス感染症に対応した新しい働き方として、
町役場でテレワークの導入を検討するため、導入に必要な業務
手順書の作成等を行う。また、AIタブレットカメラを導入し、職員
の健康状態の把握を行い、コロナを職場に持ち込まない体制を
整える。
②委託料（業務手順書作成等）　4,950,000円
　 AIタブレットカメラ導入               411,400円
③中泊町役場庁舎、小泊支所

R2.9 R3.12 5,361,400 5,361,400 0

①ＡＩタブレットカメラを本庁舎と支所に購入。また、テレ
ワーク導入に向け業務手順書・フロー図を作成し、業務の
プロセスごとにテレワーク適正を判断した。
②出退勤時間と体温データを同時に管理することで、職員
の発熱を早期に確認でき、庁内の感染リスク低減が図られ
た。また、テレワークに向く業務がはっきりしたので、現在
行っているテレワーク実証実験の範囲を広げ、テレワーク
推進に取り組んでいく素地ができた。

23 単
保育環境改善等
事業
（緊急支援対策）

福祉課

①こども園及び放課後児童クラブにおいて、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止のため、マスクを着用する機会が多くなる
ことに伴い、熱中症対策が必要になってくる。このため、エアコ
ンを設置するこども園に対し、設置に係る経費の半分を補助
し、児童が安全に保育を受けられる場を確保する。
放課後児童クラブについては、町が設置する。
②補助金　　　　　　2,520,000円×1/2＝1,260,000円
　 エアコン設置　　    61,875円×4台＝   247,500円
③中泊町内のエアコン未設置のこども園及び放課後児童クラブ

R2.6 R3.3 1,507,500 1,507,500 0

①町内の２子ども園（薄市こども園：2台、こども園こどまり：
5台）にエアコンを設置。また、町内の全放課後児童クラブ
にスポットエアコンを配備した。
②空調を整備したことで夏季のマスク着用時の熱中症対
策に効果があった。

24 単

つがる西北五広
域連合（病院事
業）緊急対策負
担金

財政課

①中泊町が構成員となっているつがる西北五広域連合（病院
事業）において、新型コロナウイルス感染症の対策を行い、地
域の医療体制を守る。
対策に係る負担金をつがる西北五広域連合へ繰出し
②負担金　　720,162円
③つがる西北五広域連合で運営する病院（５病院）

R2.4 R3.3 720,162 720,162 0

①つがる西北五広域連合での病院事業における、次の各
病院の感染症対策費を関係市町で按分し負担する。
・つがる総合病院（入院受入体制整備費用他）
・かなぎ病院（発熱外来プレハブ費用他）
・鰺ヶ沢病院（発熱外来整備費用）
・つがる市民診療所（発熱外来プレハブ等費用他）
・鶴田診療所（発熱外来プレハブ費用他）
②医療提供体制の強化が図られた。

25 単
新型感染症対応
型避難体制整備
事業

総務課

①新型コロナウイルス感染症に対応した避難所を整備するた
め、対策に必要な備品等を購入するとともに、備蓄品を集約す
る備蓄倉庫を整備し、災害発生時に住民が安心して避難できる
態勢を整える。

②備蓄倉庫設計委託　　  1,738,000円
　 備蓄倉庫建築　　　　　25,513,400円
　 備品購入（顔認証ｼｽﾃﾑ、簡易ﾄｲﾚ、空気清浄機他）
　　　　　　　　　　　　　　　23,386,880円
　 消耗品（段ﾎﾞｰﾙﾍﾞｯﾄ、ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ、消毒液他）
　　　　　　　　　　　　　　　27,243,348円
③中泊町内の避難所

R2.10 R3.7 77,881,628 75,784,452 2,097,176

①新型コロナウイルス感染防止に必要な避難所に配置す
る資材を購入し、備蓄品を集約する備蓄倉庫を整備した。
②災害時に避難所で必要な感染防止対策を実施する体制
が整備された。
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26 単
小泊診療所改修
事業

町民課

①院内における患者同士の接触を避けるため、発熱外来や専
用の待合室を設置する等の改修を行い、新型コロナウイルス感
染症の拡大防止を図り、地域の医療体制を確保する。
②改修工事費　　　2,855,600円
③小泊診療所（町で運営）

R2.9 R3.3 2,855,600 2,855,600 0

①発熱外来の入り口を別に設け患者の混在を避けるよう
改修を行った。
②新型コロナウイルス感染の疑いのある患者を他の患者
を分けて診察できるようになったことで、新型コロナウイル
ス感染症の拡大防止を図ることができた。

27 単
イルミネーション
オープニングセレ
モニー

総合戦略課

①新型コロナウイルス感染症の影響により低迷している観光業
を活性化させるため、郷土愛をテーマとしたイルミネーションコ
ンテストを行うとともに、誘客の起爆剤としてオープニングセレモ
ニーを開催する。
②ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ補助金 1,209,787円
③町民

R2.9 R3.3 1,209,787 1,209,787 0

①町で開催するイルミネーション事業を盛り上げるため
オープニングセレモニーを開催し花火の打ち上げ等を行っ
た。
②メディアにも取り上げられたことで、イルミネーション事業
を広く周知することができ、冬季の観光コンテンツとしての
誘客により、地域経済の循環につながった。

28 単
消防事務組合緊
急対策事業

財政課

①中泊町が構成員となっている五所川原地区消防事務組合に
おいて、新型コロナウイルス感染症に対応するため、管内の消
防署等に感染防護服等を備え付けることにより、地域の消防・
救急体制を守る。
②非接触型体温計や消毒液、感染防止衣、ﾏｽｸ等の消耗品、
寝具等のリース料　負担金　1,089,000円
③広域消防事務組合内の消防署及び消防本部

R2.4 R3.3 1,089,000 1,089,000 0

①五所川原地区消防事務組合の各消防署等が新型コロ
ナウイルス感染症に対応するために必要な感染症対策費
を関係市町で按分し負担した。
②地域の消防・救急体制の維持につながった。

29 単
小中学校空調設
備整備事業

教育課

①学校再開に伴い、新型コロナウイルス感染症のリスクを最小
限に抑えながら、十分な教育を確保するため、空調設備の整備
を行う。
②空調設備の設置工事及び設計業務委託
　 設計業務委託　　  2,728,000円
　 空調設備工事　　33,000,000円
③中泊町内の小中学校（４校）

R2.11 R3.6 35,728,000 35,728,000 0

①町内4小中学校の教室等にエアコン（合計35台）を設置
した。
②空調設備の設置により、夏季のマスク着用による熱中
症対策や学習環境の改善に効果があった。

30 補
学校保健特別対
策事業費補助金

教育課

学校保健特別対策事業費補助金
（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①学校再開に伴い、新型コロナウイルス感染症のリスクを最小
限に抑えながら、十分な教育を確保するため、各学校において
必要な対策を行う。
②備品、消耗品購入費
　 非接触型体温計、扇風機、網戸他　4,505,494円
　 消耗品（消毒液、ﾏｽｸ他）　　　　　 　1,468,877円
③中泊町内の小中学校（６校）

R2.4 R3.3 5,974,371 2,984,739 2,989,632

①各学校が必要とする新型コロナウイルス感染症感染防
止対策に係る備品や消耗品の購入を行った。
②網戸の設置や扇風機の設置により、害虫の侵入を防ぎ
つつ定期的に空気の入替を行える環境が整った。また、非
接触型体温計、消毒液等の購入により校内での感染リス
クを下げる効果があった。

31 単
インフルエンザ予
防接種
緊急支援事業

町民課

①新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行を未然に防
ぐため、全町民を対象に予防接種を無料化する。
②一般分：各医療機関の接種費用×1,736件＝6,459,840円
　高齢者分：高齢者負担分1,000円×1,503件＝1,503,000円
③中泊町民

R2.11 R3.2 7,962,840 7,962,840 0

①インフルエンザ予防接種の無償化を行い3,239件の無料
接種を行った。
②新型コロナウイルスとインフルエンザの同時流行の防止
が図られた。

32 単
小泊支所空調設
備設置事業

小泊支所

①３密対策と夏季のマスク着用による熱中症を防止するため空
調設備を設置し、地域住民が安心して支所を利用できるように
するとともに、職員間の感染防止を図る。
②空調設備の設置工事　　2,574,000円
③中泊町役場小泊支所

R2.12 R3.3 2,574,000 2,574,000 0

①空調設備（エアコン）を事務室に2台、町民待合スペース
に1台設置した。
②空調設備の設置により、夏季のマスク着用による熱中
症対策に効果があった。

33 単
公共施設感染防
止対策事業

総務課

①新型コロナウイルス感染症防止対策を行うことにより、地域
住民が安心して公共施設を利用できるようにするとともに、職員
間の感染防止を図る。
②サーモカメラシステム設置（3施設）　    2,352,800円
　　空気清浄機設置　9台　　　　　　　　　  5,007,420円
　　抗菌畳取替（7施設）　                　　 5,240,400円
    暖房設置（冬期間の換気対策）　  　　 4,059,000円
    消毒液等消耗品購入　　　　　　　　   　  190,300円
③中泊町内の公共施設

R3.1 R3.5 16,849,920 16,849,920 0

①新型コロナウイルス感染症の感染防止として、サーモカ
メラシステムや空気清浄機等の設置、抗菌畳への取替、
消毒液等の消耗品を購入した。
②町民が利用する公共施設において感染リスクの低減が
図られた。
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34 単
農産物加工販売
施設感染対策改
修事業

農政課

①店舗内の通路が狭く、客同士が密になっていることから、売り
場の面積を拡大し、通路を広くすることで密を回避するととも
に、換気設備を設置し、新型コロナウイルス感染症を防止す
る。
②設計委託、施工管理委託、改修工事
　 設計委託　    　　    484,000円
　 施工管理委託　      396,000円
　 改修工事　　　　   7,942,000円
③中泊町農産物加工販売施設

R3.1 R3.7 8,822,000 8,822,000 0

①改修工事により売り場面積で76.56㎡の増、通路幅で
25cm拡幅することができた。
②買い物客の接触、密を回避することで、新型コロナウイ
ルス感染症の感染リスクを低減が図られた。

35 単
駅ナカにぎわい
空間改修事業

水産商工観光課

①ストーブ列車で人気のある、津軽鉄道の津軽中里駅に隣接
する観光施設『駅ナカにぎわい空間』に、観光客の受入対策及
び津軽鉄道の利用促進を目的として、エアコンと商品棚を設置
し、天井に町の観光資源を用いた装飾を施すとともに、３密対
策として換気扇を設置することで、観光客や鉄道利用客が安心
して利用できる観光施設として整備する。
②改修工事費補助金
　 エアコン設置　　 4,980,000円
　 換気扇設置　　　   895,510円
　 商品棚設置　　　    286,000円
　 天井装飾　　　　     281,600円
③津軽鉄道（株）

R3.1 R3.3 6,443,110 6,443,000 110

①津軽中里駅駅ナカにぎわい空間に空調・換気対策（エア
コン3台・換気扇1台設置）等環境整備を行った。
②アフターコロナの観光需要を見据え、津軽鉄道終着駅で
ある津軽中里駅「駅ナカにぎわい空間」の環境が改善され
た。
空調・換気対策による夏場のマスク着用時の熱中症対策
や、空気の循環による新型コロナウイルス感染症の感染リ
スクの低減が図られた。

36 単
ウインター応援チ
ケット事業

水産商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の影響により地域の経済活動が
低迷し、在宅時間が長くなることで冬期間の灯油等の燃料費負
担が増えていることから、町内の全世帯に、利用対象を限定し
た商品券（ウインターチケット）を支給することにより、家計を支
援するとともに、地域の消費を喚起し、地域経済の活性化を促
す。
②商品券　   39,348,000円（使用率97%）
　 事務経費　 2,812,722円
③中泊町内の全世帯

R3.1 R3.3 42,160,722 42,160,722 0

①町内の全世帯（5,070世帯）に8千円分の商品券を配布。
②新型コロナウイルス感染症の影響により低迷する町内
での消費喚起により、地域経済の循環、家庭・事業者支援
につながった。

37 補
子ども・子育て支
援交付金

福祉課

子ども・子育て支援交付金
①新型コロナウイルス感染症対策のため、小学校の臨時休業
を実施するにあたり、保護者が不在となる家庭の児童を預かる
ために開設する放課後児童クラブの経費
②委託料（指導員の人件費）　253,468円
③中泊町内の放課後児童クラブ（4カ所）

R2.4 R2.5 178,000 60,000 118,000

①国の方針による小学校の臨時休校に対応するため、放
課後児童クラブを開設した。（なかよしクラブ、風の子クラ
ブ、海の子クラブ6日間、うすいちっ子クラブ5日間）
②日中自宅に保護者がいない家庭の子ども達に待機場所
を確保することができた。

38 補
障害者総合支援
事業費補助金

福祉課

（特別支援学校等の臨時休業に伴う放課後等デイサービスへ
の支援等事業）
①新型コロナウイルス感染症対策のため、学校の臨時休業を
実施するにあたり、児童・生徒が放課後等デイサービスなどを
利用するための経費
②通所給付費（利用料）　　　　　78,000円
③放課後等デイサービスなど

R2.4 R2.5 78,000 20,000 58,000

①国の方針による特別支援学校等の臨時休校に対応する
ため、デイサービス利用料の補助を行った。
②日中自宅に保護者がいない家庭の子ども達に待機場所
を確保することができた。


